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まとめ 

その１ 

はっけん隊！当日にみんなが投稿した写真を見ながら、柳谷の自然に学ぶ会の

皆さんと、市役所環境政策課のカヤとみかんが、みなさんの「はっけん！」をトー

ク形式でふりかえります。

まとめ 

その２ 

隊員のみんなの投稿を一覧にまとめました。生きものの名前は、柳谷の自然に

学ぶ会の皆さんに確認していただき、一部、変更させていただきました。 

人物が映り込んでいる投稿等は、削除しています。 

種名が判別できなかったものは、「種名？」と表示しています。 

生きものトーク、生きものコレクション、生きものマップの作成に 
御協力いただいた 柳谷の自然に学ぶ会の皆様（敬称略） 

野田晴美（のださん）、白田仁志（のっぽさん）、飯尾桃子（いいお） 

小浜ミサ子（はまさん）、倉川典夫（クーラー）、池田尚子 

まとめ 

その３ 

畑の村湿地とその周辺で見つけた主な生きものを、地図にまとめました。 

田んぼや草地、湿地など、エリアごとにどんな生きものがいたか見てみましょう。 
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植物 

カ 今回の注目は、なんとい

ってもこれですね。 

学 はい、イネですね！ 日

本人の主食です。これから稲

刈りをして、干して、脱穀し

てお米になります。 

学 斜面林に挟まれた谷戸環

境がよく分かる写真ですね。

日本人は湿地環境を活用して

水田耕作を行ってきました。

水田があることで水辺環境で

生きている動植物がたくさん

見られます。トンボやカエル

はヤゴやオタマジャクシとし

て、水の中で生きています。

田んぼの中に入ることはなか

なかできませんが、湿地性の

動植物は、畑の村の湿地でも

見られるので観察してくださ

いね。 

学 ところでイネの花は春に

咲きますが、炊き立てのご飯

の香りがするんですよ。 

み えぇっ！本当ですか。そ

れはぜひ嗅いでみないと。 

学 イヌビエです。図鑑によ

ると、人間の役に立たないも

のに動物の名前をつけること

が多いとか。でも、大昔の縄

文人は食べていたようですよ。 

み これは知っていますよ。

猫じゃらし。 

学 エノコログサだと思いま

す。アキノエノコログサ、キ

ンエノコロ、ムラサキエノコ

ログサなど、猫じゃらしにも、

いろいろ種類があるんですよ。 

学 北アメリカ原産のオオニ

シキソウです。同じく北アメ

リカ原産のコニシキソウとと

もに在来のニシキソウを圧倒

しています。 

カ 小さい花に実のようなも

のが見えますね。かわいい。 

まとめ 

その１ 生きものトーク 
学・・・柳谷の自然に学ぶ会 

カ・・・カヤ （環境政策課）

み・・・みかん （環境政策課） 
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学 オモダカは漢字で書くと

「面高」。水面から高く顔を

出しているという意味でしょ

うか。３枚の花弁に緑色のガ

クが３枚あります。花は午前

中開いて夕方はしぼんでしま

います。茅ヶ崎市内では水辺

の指標種となっています。 

み 指標種って何ですか？ 

学  茅ヶ崎らしい自然に生

息・生育する代表的な種のこ

とです。樹林、草地、水辺、

海辺、主要河川、細流の環境

ごとに選定されています。 

み この田んぼは茅ヶ崎らし

い自然ということなんですね。 

学 コナギは水田の植物です。

紫色の花が咲きます。オモダ

カやコナギのある田んぼは少

ないですね。 

み 貴重な環境なんですね。 

学 カントウヨメナは、田ん

ぼの畦や川べりなどによく見

られます。似たものにノコン

ギクがありますが、花の付き

方や葉っぱの様子が違います。 

み 夏に見つけたキツネノマ

ゴに花が咲いています！ 

学 花のあとがキツネのしっ

ぽみたいで、それがまた小さ

いところが孫なのでしょうか。 

み …って誰？ 

学 人の名前みたいですが語

源は不明。湿ったところに生

えている植物です。近年、ア

メリカタカサブロウという同

じような植物が入ってきてい

て、見分けに悩みます。 

み アメリカ出身のタカサブ

ロウ…？

学 ツユクサです。花弁３枚

のうち２枚は大きく、白くて

小さい花弁が１枚あります。

１本のめしべと２本のおしべ、

３本の仮おしべがきれいで、

昆虫をひきつけています。こ

んなに小さくても工夫してい

ることに感心しますね。 

学 ツルボです。つるのよう

な花穂が由来です。日当たり

のよいところに生えています。
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里山はっけん隊！ 令和５年度 秋 生きものトーク 

学 ナンバンカラムシでしょ

うか。カラムシの仲間を見分

けるのは大変難しいです。花

の写真があると手がかりにな

ります。 

学 南北アメリカ原産のホソ

バヒメミソハギは水辺で見ら

れる植物です。ヒメミソハギ

という在来の植物もあって、

ややこしいですね。 

 

学 カヤツリグサ科のタマガ

ヤツリです。湿ったところに

生えます。 

み 丸っこい房のようなもの

が見えますね。 

学 おもしろい形ですよね。 

み コスモスが咲き始めてい

ました。 

学 秋桜と書くようですがメ

キシコから来た植物です。き

れいなかわいい花ですね。 

み 湿地でみんなで観察した

チョウジタデですね。 

学 別名タゴボウ。全体がタ

デ、花がチョウジ、根がゴボ

ウに似ていることが由来のよ

うです。花は葉のわきに小さ

な花をつけます。水田の植物

なので減少傾向ですが、今年

はたくさん見られました。 

学 ジュズダマです。壺状の

果実に見えるのものは、葉っ

ぱが変化したもので、雄花と

雌花が別々にあるのが分かり

ます。 

学 葉っぱの根元が丸いギシ

ギシです。春の初めに出た芽

は食べるとちょっと粘りがあ

って、おいしいですよ。 

学 カラスウリです。もう少
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し秋が深まると赤く色づき目

立ちます。実がなっているの

でこれは雌花。花びらがレー

スのようで美しいですが、夜

から早朝に開きますので、早

起きしないと見られません。 

み それじゃあ、カヤさんに

はキビしいですね。 

学 クヌギのどんぐりができ

ていますね。里山を代表する

樹木で、昔は薪、家具、シイ

タケの原木などに活用されて

いました。樹液にはカブトム

シなどの甲虫が集まります。

クヌギはコナラとよく似てい

ますが、樹皮、葉っぱ、どん

ぐりの様子が違います。違い

がわかると楽しいですよ。 

学 シロダモです。葉っぱの

裏が白いのが分かりますね。

クスノキ科の樹木なので、葉

っぱをちぎるとよい香りがし

ます。 

学 チャノキです。昔の農家

の方は日本茶を自分の家で作

っていました。 

み お茶が自宅で作れたなん

て驚きです。 

学 そうですね。農家のお庭

には必ずと言ってよいほどチ

ャノキがあったんですよ。 

学 ヤブツバキに実がなって

いました。中には黒いツヤツ

ヤした種があって、椿油がと

れます。大きな花が 12 月か

ら咲き、メジロ、ヒヨドリが

やってきます。 

カ 第１回の冬編では赤い花

が咲いていましたね。 

み 実を割って種が見たかっ

たけど、硬くてどうしても割

れませんでした。 

学 さてこれは？ 

み 「オオシロカラカサダケ」

というキノコだと、リーダー

が教えてくれました。 

カ バイオームのアプリがキ

ノコには対応していないので、

「種名？」になっています。 

学 オオシロカラカサダケは、

地球温暖化とともに北上を続

けている亜熱帯性のキノコで

す。ときには大きな菌輪をえ

がいて発生します。 

カ 私は白骨が散らばってい

るかと思いギョッとしました。 

み いやぁ、さすがにそれは

ないでしょう。 

学 食べると、吐き気、下痢、

腹痛など、激しい胃腸系の中

毒を起こします。 

み こわいですね。 
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里山はっけん隊！ 令和５年度 秋 生きものトーク 

カ 田んぼや草地で、たくさ

んの虫が見つかりましたね！ 

み 特にこのエンマコオロギ

は草地にめっちゃいました。 

学 長い触角が特徴ですね。 

学 これもコオロギですが、

顔が違います。ミツカドコオ

ロギのようです。 

学 オンブバッタですね。 

み おんぶをしていなくても

オンブバッタなんですか？ 

学 オンブバッタはショウリ

ョウバッタやトノサマバッタ

と同じように、バッタの種類

の一つです。ショウリョウバ

ッタがおんぶしていても、そ

れはショウリョウバッタでオ

ンブバッタではありません。 

み おんぶしてるバッタのこ

とを言うんじゃないんですね。 

学 バッタの仲間たちです。 

学 ツチイナゴとコバネイナ

ゴです。 

み バッタとイナゴはどう違

うのですか？ 

学 イナゴもバッタの仲間で

すが、喉の下を見て、突起が

あるのがイナゴ、ないのがバ

ッタです。 

み 〽あーれーマツムシが鳴

昆虫･クモ 

幼虫 
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いている～♪ 

学 マツムシではなくて、ア

オマツムシです。鳴き声もマ

ツムシとは違います。 

学 ケラですね。オケラと言

った方が分かるかな。 

み 〽みんなみんなー 生き

ているんだ友だちなーんだー、

のオケラですか？ 

学 そのとおり。空も飛べる

し、水面の移動もへいちゃら。

土も掘れる万能選手です。 

カ 名前は有名ですが、初め

て見た人が多かったと思いま

す。 

学 シオカラトンボです。顔

が白くて明るい複眼を持って

います。春から初夏に出現し

ます。 

カ 田んぼの上を飛んでいる

のをたくさん見かけましたね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 アオモンイトトンボです。

アオモンは「青紋」。先っぽ

が青いのが見えるでしょうか。 

み シオカラトンボとは違っ

てほっそりしていますね。 

学 アオバハゴロモです。薄

緑色でふちがピンク色です。 

学 シロヘリクチブトカメム

シ。両脇に白い線があって、

鋭くとがった側角（そっかく）

を持ちます。 

学 まだら模様のキマダラカ

メムシ。 

み かっこいいです。 

学 イネ科の植物によくつく

クモヘリカメムシです。 

み 同じカメムシでも、こち

らはシュッとしていますね。 

学 アブラゼミと抜け殻です。

み 右側の成虫は、この抜け

殻から出てきたのでしょうか。
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里山はっけん隊！ 令和５年度 秋 生きものトーク 

学 キボシカミキリです。 

み ほんとに黄色い星がつい

ています。触角が長いです！ 

学 緑の体のコアオハナムグ

リです。昔は緑色を「あお」

と言いました。 

み 緑なのに「青信号」って

言いますもんね。よく見ると

毛がモフモフしています。 

学 マメハンミョウは「茅ヶ

崎市レッドリスト２０１７」

で近い将来絶滅が心配される

｢絶滅危惧種｣とされています。 

み そんな貴重な存在とは知

りませんでした。 

カ 今回はチョウの仲間もい

ろいろ見つかりました。 
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カ こうしてみると、形や模

様がそれぞれ違って、地味な

がらおもしろいですね。 

学 幼虫も見つかりましたね。 

み やっぱりイモムシ系はテ

ンションあがりますね！ 

学 ヤマトシリアゲはシリア

ゲムシ科の仲間です。 

み シリアゲムシ科なんてあ

るんですね。初めて聞きます。 

学 サソリのように尻の先が

上に曲がっているんですよ。

学 ナガコガネグモです。危

険を感じると網をゆすって威

嚇します。 

カ 確かに網が盛んに揺れて

いました。あれは風で揺れて

いたのではないのですね。 

学 オスクロハエトリです。

オスは黒色をしています。 

み なんとかハエトリという

クモは、これまでにもはっけ

ん！しましたね。 

カ ハエトリグモはかわいく

て、SNS でも人気みたいです

よ。 

カ みんなが大好きなカエル。

今回も姿を見せてくれました。 

学 すっかりおなじみのニホ

ンアマガエルですね。鼻腔か

ら眼、鼓膜にかけて黒い筋が

あることで見分けられます。

田植え後の田んぼや水辺に産

卵して、オタマジャクシは水

の中で過ごし、カエルの幼体

になると上陸し、木や草の上

で生活します。 

学 吸盤があるのが分かるで

しょうか。これで、木や草の

葉に止まったり、Ｕ字溝上の

水路の移動もらくらくです。

今回見つけたのはみんな緑色

でしたが、周囲の環境によっ

て、灰白色にも変化します。

大きさは 3～4cm ほどで、狭

い緑地でも生息できるので、

都市部でも多く見られます。

雨の前に鳴くことでも知られ

ています。 

両生・爬虫類 

幼虫 

幼虫 
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里山はっけん隊！ 令和５年度 秋 生きものトーク 

み しっぽがきれいな青色で

すね。 

学 ヒガシニホントカゲの幼

体です。東日本から北海道ま

で分布していて、昆虫やミミ

ズなど動物性のものを食べて

います。外敵から逃げるため、

尾を切り離す「トカゲのしっ

ぽ切り」は、トカゲの意思と

は関係ない反射運動です。 

み 勇気の決断ではなかった

んですね。 

学 切れた尾は再生されます。

体温をあげるために日光浴を

している姿が見られますよ。 

学 こちらはニホンカナヘビ

です。尾が長く全長の３分の

２を占めるほどです。背中は

ガサガサした鱗で覆われてい

ます。庭先から山地まで生息

し、草地などでよく見かけま

す。ヒガシニホントカゲと同

じで、こちらも体温をあげる

ために日光浴をしていますよ。

昆虫類をつかまえて食べます。 

 

カ 田んぼや水路では水にす

む生きものを観察しました。 

学 田んぼでは、魚類のギン

ブナ、ドジョウが見つかりま

した。アメリがザリガニは今

年の６月に条件付き特定外来

生物に指定されました。捕獲

した場合はリリース不可で、

飼育か駆除となります。 

カ 今回は、いつもの湿地が

草に覆われていたので、湿地

につながる水路を中心に観察

しました。 

み 水路ではサワガニが続々

と現れましたね。捕まえても

すぐに逃げ出していました。 

 

学 サカマキガイは左巻きの

巻貝です。多くの貝が右巻き

であることから「逆巻き貝」

と呼ばれるようになったそう

ですよ。 

水生生物 
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学 ヌマエビです。透き通っ

てきれいですね。 

 

学 ミズアブ科の幼虫です。 

み なんともコメントしづら

い姿です。 

学 オニヤンマのヤゴですね。 

み これが大きなオニヤンマ

になるのですね。 

カ 夏編に引き続き、カタツ

ムリの登場です。 

学 1.5cm ほどの小型のカタ

ツムリ、コハクオナジマイマ

イです。日本固有種で、もと

は山口県、四国以西に分布し

ていましたが、1990 年代に

千葉県、神奈川県で見つかり

分布を広げています。 

み 地球温暖化の影響なので

しょうか。 

学 そうかもしれませんね。

黄色く見えるのは、殻が薄く

て内臓が透けてみえるからな

んですよ。 

み スケルトンなボディです

ね。しゃれているなー。 

 

カ さて、去年の 12 月から

始まった第８期里山はっけん

隊！も今回で終了ですね。 

学 第１期から数えると 16

年。１期に参加した小学 1 年

生は、もう 22 歳ですね。み

んな、どんな大人になってる

かしら？ 

カ 毎回テーマを設けて活動

していますが、今期は原点に

戻って田んぼに注目しました。

み 田んぼはお米を作るだけ

の場所じゃなくて、たくさん

の生きものの命を育んでいる

ことが分かりました。 

学 大昔の私たちの祖先が、

力を合わせて水路を築き、

瑞々しい大地が日本中に拡が

って、田んぼという、命がつ

ながる神秘の仕掛けができた

んですね。里山の知恵って素

晴らしい！といつも思います。 

み 自然と人との歴史ですね。 

カ 田んぼのほか、畑の村の

湿地も毎回観察しましたね。 

学 湿地は 7～8 年前くらい

から、子どもたちの水辺の自

然観察場所として、私たちが

手入れを始めたところで、そ

の頃から里山はっけん隊！の

皆さんに、外来種の抜き取り

などの保全活動に参加してい

ただいています。おかげで湿

地の環境がよくなって助かっ

ています。 

み セイタカアワダチソウの

抜き取り、楽しかったです。 

学 これからも一緒に保全作

業ができればいいですね。 

カ  第８期の里山はっけん

隊！はこれで終了ですが、こ

の活動が、身近な自然に親し

んだり、自然を守る活動に参

加するきっかけになれば嬉し

いです。参加者の皆さん、柳

谷の自然に学ぶ会の皆さん、

里山公園のスタッフの皆さん、

ありがとうございました！！ 

その他 

幼虫 

幼虫 
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里山はっけん隊！ 令和５年度 秋 生きものコレクション 
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マークの写真は、 生きものコレクション 隊員が選んだ 

「みんなに教えたい１枚」ぞよ！ 
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里山はっけん隊！ 令和５年度 秋 生きものコレクション 

  

  

 

  

 

昆虫・クモ 

   

     

     

     

幼虫 
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里山はっけん隊！ 令和５年度 秋 生きものコレクション 

 

  

 

  

     

     

     

     

幼虫 幼虫 

幼虫 
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両生類 

爬虫類 

     

     

水生生物 
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里山はっけん隊！ 令和５年度 秋 生きものコレクション 

 

     

     

   

その他 
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生きものマップ
里山はっけん隊！の主な活動場所である「畑の村湿地」と
その周辺で見つけた主な生きものです。（令和５年９月９日）

まとめ

その３

里山はっけん隊！ 令和５年度 秋 生きものマップ

セイタカアワダチソウの抜き取り

クヌギ

マユミ

ムクノキ

畑の村湿地と
その周辺

19 20

草地

ヤマグワ

ミズキ

園路沿い・田んぼ

湿地

斜面・水路

保全活動
体験

幼虫

幼虫 幼虫

幼虫



里山はっけん隊！「まとめノート」令和５年度 秋
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令和５年１１月作成


	1_表紙・トーク（秋）
	2_コレクション（秋）
	3_生きものマップ（秋）



